
平成2９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

【 北九州市 】 

１実践テーマ 【Ⅰ、Ⅴ】  

２実施対象者 北九州市立小森江東小学校  ４～６学年 全クラス ５２名 

 

３展開の形式 

 

（１） 学校における活動 

① 教科名（ 総合的な学習の時間 国語科 体育科 ） 

総合的な学習「新聞社の記者とオリパラ」 

国語科 「はがき新聞にまとめよう」6年 

    「感想文にまとめよう」４・５年 

体育科 「ジャンピングマットを使い、トランポリンの感覚  

を味わおう」 

４ 目 標  

 （ねらい） 

〇 オリンピック・パラリンピック２０２０に向けて新聞記者から直接に報道

の在り方を聞き、オリパラやスポーツについて興味・関心を高める。 

〇 実際にジャンプやジャンピングゲーム（トランポリン）をすることで、ス

ポーツを好きになるようにするとともに、スポーツの楽しさを実感させる。 

〇 オリンピック・パラリンピック２０２０に出場する選手たちを応援しよう

とする心情を育てる。 

５ 取組内容 西日本新聞社の運動部の記者からオリンピック・パラリンピック２０２０の報

道の在り方（五輪に期待することやどのように新聞社が報道するか）を出前授業

の講師として迎え、聞いた。 

  講師の手島 基氏は、１９９６年のアトラン

タ五輪報道の経験があり、選手の活躍の裏側に

ある涙や汗、努力をインタビューなどした上

で、取材して伝えていることを子どもたちに語

った。さらにマスコット投票についても触れ、

なぜこのような取組をしているのかも語った。                         

                        ＜新聞記者の講話＞  

 前回のリオオリンピックで金メダルを獲得した北九州市生まれの体操の内村航

平選手への期待を話し、東京オリンピック・パラリンピックまで９１７日しかな

いことや、生きている間で、日本でオリンピックが行われる最後になるのではと

いう話があった。オリンピックで皆さんも何かを感じてほしいと言ってお話を終

えた。                 

 その後、６年生は教室で一緒に給食を食べな

がら、新聞記者の方と交流した。日頃新聞記者

と話すことがないので、興味深く話を聞いてい

た。 

 ６年生は、後日、はがき新聞作り（はがきの

大きさに新聞形式でまとめたもの）に取り組ん

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



だ。子どもの感想には、「東京オリンピック・パラリンピックが楽しみだ。」「なぜ

五輪をするのか、その目的が分かった。」「オリンピック・パラリンピックが楽し

みだ。」など、オリンピック・パラリンピッ

クへの期待が書かれていた。 

 体育科の取組では、教頭がシドニーオリン

ピックからトランポリンが種目となったこ

と、トランポリンの仕組みなどを子どもに話

した。そして、実際にジャンピングマットを

使って、トランポリンの模擬体験をした。 

本校独自のトランポリンの競技内容を決

め、子どもたちに試技をさせた。またポイン

ト制で個人の得点で競技をすることにした。 

練習中は、なかなかうまくいかなったが、 

少しずつ上手になっていった。子どもたちは

楽しくジャンピングマットを跳ぶようになっ

た。競技後に、得点を聞くと多くが高得点で

あった。 

 振り返り（感想）では、「６ポイントだった

ので次は１０ポイントを取りたい。」「練習中

は姿勢が悪かったけど、少しずつ姿勢がよくな

った。」「いろいろなことができてよかった。」

という意見が出た。学習後、子どもたちはさかんに「楽しかった。」と声を挙げて

いた。 

 

＜子供たちと話し合って作った競技内容＞ 

    

                      

 

順 種目 ポイント 

１ 
まっすぐに 

１０回跳ぶ 
２ 

２ 
足を横に広げ

５回跳ぶ 
２ 

３ 
足を縦に広げ

５回跳ぶ 
２ 

４ 
ジャンプし足

で５回打つ 
２ 

５ 
半回転２回、１

回転１回 
２ 

合計  １０ 

６ 主な成果 

 

〇 オリンピック報道の新聞記者から直接話を聞くことで、オリンピッ

ク・パラリンピックに対する興味・関心が高まった。 

〇 平昌オリンピック・パラリンピック、東京オリンピック・パラリン

ピックを観るのか楽しみだと思う子どもが増えた。 

〇 ジャンピングマットを使って、トランポリンの簡単な体験をするこ

とでスポーツへの意欲や関心を高めることができた。 

 

＜６年生のはがき新聞＞ 



７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

〇 オリンピック・パラリンピックについて、新聞の役割や新聞記者

の目からみた競技について、子どもに分かりやすく話していただい

た。 

〇 ジャンピングゲームでは、簡単な運動で誰でもがスポーツ（運動）

を楽しめるようにした。 

〇 自分たちが疑似体験をすることで、オリンピック・パラリンピッ   

 クを身近にとらえさせるようにした。 

８主な課題等 〇 オリンピック・パラリンピックの競技をいろいろ体験させたかっ

たが、道具や安全面でできない。 

〇 オリンピック・パラリンピックに関する新聞記事や資料等を子ど

もたちに触れさせたり読ませたりしたいが、費用がない。 

９来年度以降

の実施予定 

〇 本校独自のジャンピングマットを使った競技を個人でしたが、次

年度は団体（グループ）競技としてやってみたい。 

〇 スポーツに親しむために、他の競技ができないか考えていきたい。 

〇 N I Eについては、実践指定校ではないが、継続して取り組みたい。 

 

 


